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ュラムの ｢共通科目｣として CTが教えられるかにかかわらず､｢cT｣が意識化され CT
教育がひとつの社会的活動となりつつある現在､わが国におけるCT教育の理念と範桝を
定めるCTの定義は､わが国におけるCT教育と学習に方向性と範囲をもたらすというい
みで大きな必要性が認められるのである｡本稿で私が提案した定義は､目的志向的な定義
として､この実際的な必要性に応えるものであることを意図している0
特に､せっかくCTが大学や高校のカリキュラムに導入されたとしても､わが国の教育
システムの現状においては単なる試験のための勉強､受験のための勉強と化してしまう恐
れがある｡この場合､cTの学習はルーティン的な得点獲得のための作業となり､CTはそ
の本質的な点において損なわれてしまうのである｡これに対して ｢態度｣と ｢創造性｣を
加えたCTの新しい定義は､この危険性に対して有効に作用することが期待される150
cTを､各人がそれぞれ出くわす新たな状況に対して､自らその原則と定義を繰り返し
創造していく能力であるとする本稿の立場は､CTを一連の法則を記憶して､それを機械
的に状況に当てはめようとする態度とははっきりとたもとを分かつものである｡そのよう
な安易に答えを求める態度に対してこそ､もっともクリティカルになるべきだというのが
私の考えである｡もちろん論理学の規則はきわめて高い普遍性を持ち､心理学的法則は強
い一般性をもっているであろう｡しかし､その現実の場面における具体的な適用は､その
たびごとに新しい要素を含み､従ってそのたびごとにその場面に直面しているひとに3節
で提示 したような創造性を要求するであろう｡従って､ひとはCTの力を現実に発揮する
場合には､CTの定義と原則について創造的であることが常に必要なのである｡本稿で程
であるとするなら､これは自然な成り行きであろうO またクリティカル･シンキングを､Fl常生活
や学問的活動一般など実際的な領域における哲学的態度や技術の応用と捉えるなら､これを ｢応用
哲学｣の一分野として理解するのは合理的なことであるoこの点を考慮するなら､高校教育におけ
る新しい科目の創設にはまず教員の要請という-朝一夕には困難な課題がある｡対して､大学は若
干のトレー ニングによってこの任に堪えうる哲学の教員と大学院生を擁するのであるから､比較的
容易にCTをカリキュラムに取り込むことができるのではないだろうか｡
licT能力の評価方法は､CTの定義と並んで､CT(教育)研究の重要なトピックである｡本稿で提
示されたCTの定義を実効力のあるものとするためには､この定義の下で学習者のCT能力をどのよ
うに評価するのかということが､個々の教育者によって､あるいは研究者によって､考案される必
要がある｡本稿では触れることができなかったが､FisherとScrivcnの研究も､CTの定義に続いて
cTの評価方法に論を進めている (文献紹介のFisherandScrivcnを参照)O筆者としても､この課題
を本稿の議論と連続的なものとして捉えている｡そして ｢創造性｣や ｢態度｣をふくむCTをどう
教え､どう評価するのか､あるいはどう学び身につけるのか､というような課題には､新たな機会
を設けて改めて取り組みたいと考えている｡
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案された ｢cTJの定義が､この精神にかなっているとするなら本稿の目的は果たされた
といえるだろう｡
(京都大学文学部研修員)
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